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20･ アズキゾウムシの雌雄に化学不妊剤を処理 したときに.iられる薬量反応率曲線の推定'
昆虫の化学不妊剤に関する研究.節14軌.長沢純夫 ･中山 93(イハラ良薬研究所)43･9126受理.

アズキゾウムシの雌雄に,allyltriphenyltin,N,N,N,N-tetramethyl･P･piperidinophosphonic
diamideおよび metepaを処理したときにえられる,薬宜と産卵,ふ化あるいは羽化阻害率曲線は,

雌処理および堆処理それぞれによってえられた来生一反応率曲線から,相関Tを0とする indepen･

dentjointactionの理論式にあてはめて推定することができTこ.これらの化合物の雌と雄に対する

有効収の相違を許定するとともに,作用時期の推定をおこなった:

良山の化学不妊剤は,雌雄いずれか,あるいはその

両方に不妊性をあたえるか否かによって.雌性化学不

妊瓢 雄性化学不妊軌 および両性化学不妊剤の3‡拝

にわけられていろ.そして実用的見地から,不妊剤と

しては,雄性または両性不妊がのぞましいものとされ

ているが,ある薬物が,筒に必ずしもその一つに入る

とは限らず,対象臼虫によってそのf.屈する潤朗が異な

っているr.しかしItの様ないずれの英物も-1雌雄両方

に処理して,これらを交配した場合の結采は,同じ薬

物であっても.･作用点が鹿堆まったく独立した部分で
あるから,当然 independentの作用型をし■めすもの

と考えなければならない.すなわち雌雄いずれか一方

に不妊性を誘発するにたる水虫があたえられないかぎ

り,その不妊性は期待できない.いいかえれば,雌雄

のそれぞれに不妊剤を処理した後.餌処班個休との交

配によってえられろ不妊率 Pl,P2 をもたらす薬虫を.

雌雄のおのおのに処理してそれらを交配したとき.え

られる不妊率Pは,相関Yを0とする,

p-Pl+P2(I-Pl)

の形をとろものと考えられる.本文においては.その

関係をあさらかにすることを目的におこなわれた実験

の約鵬をのべる.

本文に入るにさきだち.試料の御提供をいただいた

U.S.°ept.Agr.の Dr.-A.B.Botkovecと Dow

Chem.Co.の Dr.E.E.Kenagaに探謝の志を袈

する次第である●

l美浜材料および方法

実験材料と方法,餌付と実験施行時のB3fB条件など

は,すべて先の報告10)のそれとおなじで,処Z劉ま滴下

法によった.供試薬剤は錫,phosphoramidesおよび

aziridine化合物のうちから,不妊性の存在が確認

されていろ.allyltriphenyltin(Dowc0-187).NN,

1968咋9月28日.日本昆虫学会節28回大会(札幌)に
おいて訴抗発表.

146~

N,N'-tetramethyl-p-piperidinophosphonicdiami.

de(ENT-51(氾7),および tris(2-methy1-1-aziridi･

nyl)-phosphineoxide(metepa,ENT-50003)をえ

らんでもちいた.実験はひとつの濃度段階で10回のく

りかえしを,すなわちひとつの浪皮段階で処理した,

雌雄10対にちいて,座下卵数,ふ化卵数あるいは羽化

虫数をかぞえた.

実験結果と考察

1.AIlyLtriphenyltin

この化合物の不妊性については,投初Kenaga8･6)に

よって,その近縁化合物triphenyltinhydroxideとと

もに,イエバエMuscadomesticaL.およびconfused

flourbeetle,Tn'boLiumcon/usumJacquelinduVat

においてたしかめられた Dowc0-187の試料番号をイす

する錫化合物のひとつである.長沢･柴○),Nagasawa

eLaL.IO)は後者のtriphenyltinhydroxideについて

アズキゾウムシに対する不妊化の効力を報じ,雄には

ほとんどその効力がみとめられないことをのべている.

今臥 筆者らが allyltriphenyltinのふ化阻.-i(作用に

対する雌雄の感受性の相過をしちべた結果も.ml出

にしめすように,それとほとんどおなじであった.m
l表第3,4欄の雌雄それぞれを処超しでえた欽他から.

Wadley,1一)Finney一)の方法によって,相互に平行な

渋皮-ふ化阻害率回帰直線の方程式をもとめた紙Iniが.

噸処理 Y-5.8001+2.1279x

雄処理 Y-4.1416+2.1279x

である.なおこのときの〟の他は51.5をもらいT=.那
2表はこの平行性を検定するためのx2試験の純米で,
この2線は平行とみなしえられ,先の方程式をもって

充分しめしうろものと判断される.いま,雌,堆それぞ

れを処理して交配した場合の作用性は.independent

であると考えると,両者を交配したときにえられるふ

化阻害率Pは,処理機×紐処理雄,紙処理碓×処FJi雌

によってえられたそれぞれのふ化阻害率Pl,P2との間
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Table1. Averagenumberofhatchedeggs-

depositedbysinglepalrSOftheazukibean

weeviltreatedwithallyltriphenyltin

Dosage･
Treatment

(I,g/weevil) Female Male･ Both

l.00 9.0 41.8 7.4

0.80 14.4 45.8 14.0

0.63 20.0 44.2 13.4

0.50 24.6 50.4 21.6

0.40 29.6 49.0 15.8

0.31 28.2 55.8 21.8

0.25 41.6 53.4 26.2

0.20 32.2 51.4 31.0

0.15 41.6 56.2 40.4

0.13 44.2 51.0 42.2

Controls 55.2

Table2･Analysisofx2forallyltriphenyltin･
azukibeanweevilexperimentshowninTable1

Sourceofvariation D.F.

Parallelism of
regressions

Sum of Mean
Squares Square

1 0.0003 0.0003

Residualheterogeneity 15 4.0170 0.2678

Total 16 4.0173

Table3. Comparisonoftheobservedpercent
unhatchabilitiesforbothfemaleandmaletreat･

mentswiththepredictionscalculated bythe

equationofindependentjointaction

(/L冨/oLaeSevil)Ob,S,e.rb7言dEx,誓cbt…dweight xC
l.00 6.0625 5.9502 0.36904 0.2397

0.80 5.6068 5.7095 0.40296 0.2189

0.63 5.6433 5.4705 0.40173 0.6178

0.50 5.2045 5.2353 0.36344 0.0178

0.40 5.5044 5.0075 0.31831 4.0476

0.31 5.1942 4.7776 0.26398 2.3595

0.25 4.9774 4.5546 0.20692 I.90･t9

0.20 4.9441 4.3318 0.12863 1.1261

0.15 4.2141 4.1110 0.08677 0.0175

0.13 4.08811 3.8969 0.05491 0.1037

Zx2-10.6835

には.緒言においてのべたような関係が成立しなけれ

ばならない.第3表の結果は,各浪度段階における両性

処理の交配によってえられる,理論上のふ化阻害率を

その関係式によってもとめ,プロビットに変換して,夫

験lLl(のプロビットとの乃をも七め.即.m上のふ化阻-B

串のプロビットに対応するmみなこれにかけてZ'.tL.
これをま即rL,たものである.Zx''1.'=10.6835となり.
この仙ま〃-10,危険耶0.05におけるx2のfll(18･307

より小さい.よってここに independentjointaction

の仮説のrf淀が可随である.上にしろした方柁式から

もとめたallyltriphenyltinのふ化を阻ar･すろ巾火布

効薬爪と,95%何棟限界は,雌処理の場合0･421FLg/辛

(0.293-0.534lLg/♀)で.雄処理の場合は計詐上か

ら 2.532FLg/令 (1.075-6･800〝g/令)となった.し

かし本化合物の1匹 あたりの処理薬塁が2/′gをこえ

ると致死作用ギあらわれ 雄に対する中央有効薬量は･

弔実上 undeterminableである.これはtriphenyltin

hydroxideにおいて NagasawactaL･" がのべて

いるところと全く同じである.糾卯の上からえられた

放肌をもとにして,昭雄I･B受性の比伐をおこなうと.
矧 ま噂に比して0.166IiTl(0.057-0･48LIllf)の感受性で

ある.allyltriphenyltinのアズキゾウムシに対する

不妊作mのひとつは.これを帆 こ処理したときにおこ

ろふ化肝.1r･である.

2.N,N,N'lN'-tetmmethyトp-piperidinophos･

pl10Ttlcdi8m王de

ENTl51007の code叩mberをもつ本化合物の不

柑′kはイエバエを柳 1に,-:TerryandBo羊kovecl3'に

ょって椛認されている.雌.雄および両性処理によっ

てえられた.処Fn_･XRと.･1対あたりの平均産下卵教,

米ふ化卵放.羽化ill故の関係をしめしたのが第4表で

ある.郡4ジそのV･均産卵故にかんする実験結果につい
ては,〟-70とおき.宋ふ化数および羽化数にかんす

るrR験純米については.そ.れ守れC-7･0･,23･0とおい

て, まず雌処理,雄処理それぞれの茶毘一反応率曲線

に相互に中行な層線をあてはめ,Wadley;川Finney一',

ある■いは Finndy.2･3'の方法によって計罪をおこなった.

な牢 ここで羽化阻害率は･座下卵数に対する羽化虫故
の比を1からひいて100m.したもので,ふ化卵故に対

するそれではない.したがって羽化mr.Tf畔のなかには.

ふ化mfT.J舵 関する反応軸 ,''Bnされている.その紡温

雅統一縄 卵 附!.11･qLMA-lHTf緑の方即.式は.
雌処刑 Y=-0.9769+3.3365x,

雌処州 Y=三一2.4675+3･3365x･

非rR-ふ化阻-.1J'･FrI同柿沼線の方程式は,

雌処理 Y=-.2.6014+319418x, 小

′雄処理 ･y--1･5279+3･9418∬･

薬量一羽化阻害率回帰直線の方程式は,

.雌処理･ Yラー310173+4.1354x,

雄処理 yニー1.8913+4･1354∬･

となった･,郡5表はこれらの回帰田緑の平行件.の検定

をおこなった紙架で.それぞれ和正に･V･行とみなすこ
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∴ .Table4‥ExperimentalresultsofadtllttreatmentwithENT-51007

T'reJatl-Fnt､(pgD/Owseaegveil) dAevpe.rselfeedneOigo: uAnvheartacgheednO;logs eAm:e,;aegdewneOivOifls

Female-

3

3

0

9

9

3

4

18

32

舶

58

65

67

6

1.

5

5

00

70

50

35

缶

17

1

1

6

4

0

8

3

6

l
l1
･
12
･
叫

5
･
5
･
4

1

1

9

1

1

7

-
16
･
27
･
43
･
52
･
56
･
52
･

5

5

0

0

0

0

5

5

7

2

.4

0

7

5

3

2

1

1

1

1

4

1

7

6

0

4

0

1

56

57

64

76

糾

78

76

7

9

7
4

9

9

1

I

t
56.
札
25.
20
.
11
.
7

6

ー

1

0

7

0

=

9
･
29
･
45
･
49
･
54
･
63

･

Both

5

5

40

00

70

50

35

25

17
.
12
.

1

1

0

0

1

7

6

3

7

9

0

3

1

6

8

6

5

3

1

2

5

4

6

6

6

Controls 71.0

7

9

6

7

1

6

I

t
19
.
35
.
29
.
m

10
.
7

0

0

6

1

1

1

=

1
･
18
･
16
･
45
･
47
･
49
･

5.0 51.9

廿able5. Analysisofx2forENT-51007-azukibeanweevilexperimentshowninTable4

Source
of
variation

Parallelism of
regressions

D.F. suEmgg.fdeposit:oann ,.F.sum"a.tfChabiXteyan ,.F.sumE.TergenMCeean
Squares Square Square Squares Square

1 0.0091 0.0091 1 0.3526 0.3526 1 0.1097 0.1097
Residualheterogeneity 5 0.4378 0.0876 7 8･8290 1･2613 4 1･9393 0.4848

Total 6 0.4469 0.0745 8 9.1816 1.1477 5 2.0490 0.4098

とが可能であろ.そこで上にしめした平行な回帰直線

の方程式から計算した.理論的に期待されるindepend･

entjointactionのプロビットと, 実験位のそれと

の相迎を先にのべたと同様の噸序でx2検定した.その

結果は耶6表にしめすごとくである.いずれも222の
仙は.n-6,危険率0･05におけるx2-12･592より小で.

雌雄処理によってえられる薬包一反応率曲線の推定は,

independentjointactionの理論にあてはめておこな

えば可随である.

148

上にしめした方程式からえられた,雌処王乳 碓処巧!

それぞれの産汎 ふ化および羽化を阻告する ENT-

51007の中央有効薬包と,それらの95%の侶耕似非と

をしめすと,中央産卵阻告薬包は,雌処乱 雑処到!そ

れぞれ 61･856〃g/♀ (41･972- 73･126〃g/辛),
173･033FLg/古く104･898-29l･159FLg/杏)で,ふ化阻

害のそれは84･801/Jg/♀(69･181-103･978′上g/♀),

45･298FLg/杏(40･898-50･172FL富/杏),羽化阻熟こ関

しては861834FL/♀(651601-123･311fig/♀).46･391
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Table6. Comparisonoftheobserved
hatchabilityandemergenceforboth

predictionscalculatedbytheequation

Item Dosage Observed
observed /Ig/weevil probit

Eggdeposition

100 5.8927

70 5.5215

50 4.1221

35 4.4929

25 3.3836

17.5 3.4536

Hatchability

Emergence

percentinl一ibitionofeggdeposition,
femaleandmaletreatmentswiththe

ofindependentjointaction

E諾.eSfted weight x2
5.8742 0.38466

5.2845 0.38069

4.7492 0.23540

4.2039 0.10648

3.7012 0.03251

3.1881 0.00647

5

5

0

0

5

5

7

2

7

5

3

2

1

1

6.4684

5.2663

5.2019

4.0846

3.6592

3.3836

70 6.5464

50 5.2224

35 5.1408

25 3.8099

17.5 3.5167

12.5 2.2522

0.0017

0.4512

5.2488

0.4322

0.2174

0.0300

2Z2-6･3813

6.m69 0.37231

5.3745 0.53866

4.6761 0.51470

4.0419 0.297JI9

3.4018 0.1∝泊8

2.8299 0.01431

1.2664

0.3576

6.9156

0.0360

0.4323

0.2803

2x2-9･2882

6.0364 0.3237(I

5.3213 0.41532

4.5930 0.32167

3.9375 0.12641

3.2721 0.02697

2.6737 0.00262

1.7765

0.2303

4.6913

0.1365

0.1060

0.0297

2x2-6･9703

jLg/令 (38･304-55･301FLg/杏)の他がえられた.A
化阻宕薬塁と羽化阻告のそれとはほとんど差がなく,

これらの数値からENT-51007の不妊作用は.産卵阻

告とふ化阻告で.その後の作FT]性は全くないものと結

諭してさしつかえなかろう.なお ENT-51007に対す

る雄の感受性は,雌より産卵,ふ化および羽化に関し

て.それぞれ0.357(0.144-0.887),1.872(1.411

-2.483)および 1.872(1.284-2.729)倍程度高く,

これから,雌処理の場合は産卵が披く阻告され,雄処

即の場合はふ化が氾召されるということができよう.

3.Metepa

Metepaが印々の昆虫に対して不妊作用をしめすこ

とは,すでに数多く靴 !iきれ アズキゾウムシについ

ては.ShinoharaandNagasawa,)2)良沢 ･桜田 ,7･8)

中山 ･良沢.】1)Borkoveceta7.I)らによって確認さ

れている.雌雄両性処理によってえられる薬塁一反応

率曲線の推定を目的におこなった実験の結果を,第7

表にしめした.これを見ると,今回の処理案丑の昭園

内では,metepa-の産卵阻害はほとんどみられない.

この事実はすでに ShinoharaandNagasawa12)に

よっても報告されている.そこで耶7出の詑卵阻当の

項は省いて.ふ化阻召および羽化附凹に閃すろ.雌あ

るいは雄に処和したときの火映紡矧 こ対して.それぞ

れCのfLTiを6および14とわいて.Finney2･3)の方法に

よって沸石ト皮応科目1線の万村式を計許した. なおこ

こで弟mの対nfLTtには 1を加えてfl数をなくし,計算

が容易にできろ粥把をとった.･また前項同様,羽化阻
害率は,超下卵秋に対する羽化虫数の比で,その中に
はふ化mTllこかんする反応率が包含されている.その
紡恥 部_n-ふ化mfTn串回帰直線の方程式は,
碓処刑 Y-2.3693+1.9007x,

桃処理 y-2.5383+2.6048ガ,

黙琉一羽化阻害率回帰直線の方程式は,

雌処理 y-2.5413+1.8543ガ,

碓処理 y-2.8136+2.4261∬

となった.雌処理の場合と,雄処理の場合とで.非琉

-反応率回帰tEi線のqlさは,今回の実験 ではかなりこ

となっていた.

さきにしめした independentjointactionのm諭

式にあてはめて.lrT7:をおこなう切付 ま,弼同相線の帆
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Table7.Experlmentalresultsofadulttreatmentwithmetepa

Treat-ent (pgD/Owseaegveil) dAev,e.rsqfeedneOigO!

Female

5

5

5

5

7

2

5

5

7

2

3

1

5

5

7

2

8

6

4

3

5

3

2

1

1

0

0

0

0

7

4

3

9

7

9

4

8

8

4

6

9

1

7

2

5

4

1

6

6

6

7

7

7

8

7

7

Averageno.of Averageno.of
unmatchedeggs emergedweevils

1

5

0

6

2

4

2

8

1

7

2

0

9

4

2

2

9

7

4

4

4

2

2

2

1

14.3

21.0

21.5

41.8

47.4

41.4

65.3

61.3

61.0

Male

Both

Controls

5

3.5

2.5

1.75

1.25

0.875

0.625

.0･4375
0.3125

9

1

6

4

3

0

2

5

7

2

1

0

9

1

1

9

7

0

8

8

8

7

8

8

7

7

7

9

8

7

6

0

3

1

3

4

81

72

74

餌

49

47

31

17

1

1.5

7.8

5.0

10.2

28.0

27.0

40.7

53.6

51.4

5 64.1

3.5 66.2

2.5 63.3

1.75 74.7

1.25 76.7

0.875 77.8

0.625 76.I

0.4375 80.8

0.3125 75.9

78.6

さの相違は,考雌に入れる必要がないので.前節と全

く同じ噸序で.雌雌両性処理によってえられた結果と,

計算値との適合性を検定すればよい.その結果は第8

表のごとくで,metepaの場合も.･両性処理によって

えられろ薬量-反応率曲線は.噸処理および碓処理に

よってえられた薬量一反応率曲線から,independent

jointactionの理論式にあてはめてILF.定することが可

能である.

なおさきにしめした回帰方程式から算定した,中央

ふ化Pu｡光広と.その95%の信頼限三和ま,雌処理,班

処刑!それぞれ 2･421FLg/♀ (1･892-3･099FLg/早),

0･881ILg/杏 (0･768-1･011FLg/杏)で.羽化阻害の

それは2･118FLg/辛 (0･971-3･861fLg/辛),0･797FLg/

杏(0.666-0･968FLg/杏)で.ふ化阻各 羽化阻害ほ

とんど同じで,metepaを成虫に処理したときにみら
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1

1

1

3

0

0

0

7

1

2

3

5

5

れる不妊作用は,ふ化阻召であるということができよ

う.中央有効薬包の点で比較したときの雄の感受性は.

ふ化および羽化阻害それぞれ雌の2.748および2.657Ltt･

であった.

･掃 .要

1. アズキゾウムシの成虫の昭雄にallyltriphe･

nyltinを処理したときにえられる薬良一ふ化阻日吉的IJl

絡 まT:ENT-51007および m?tepaを処刑ルたと

きに在られる薬盈一座汎 ふ化あるいは羽化阻'-H畔仙
線は,雌処理および碓処理それぞれによってえられた

薬正一反応率曲線から,相Bgrを0とするindependent

jointactionの理言論式にあてはめて推定することがで

きた,

2･.アズキゾウムシの雌成虫の allyltriphenyltin

のふ化阻害に対する感受性は,噸のO.166倍で.桃に
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Table8.ComparisonoftheobservedpercentinhibitionoEhatchabi]ityand

emergencetorbothfemaleandmaletreatmentswiththepredictions
calculatedbytheequationoHndependentjointaction

Item Dosage Observed
observed /Eg/weevil probit

3.5 6.9131

2.5 6.7507

1.75 6.7060

Hatchability 1.25 5.7892

0.875 5.3160

0.625 4.9272

0.4375 4.2808

0.3125 3.7241

Weight x2

0.12308 0.(垢66

0.22251 0.3669

0.37690 9.9239

0.49030 0.3678

0.56515 0.2021

0.54478 0.3426

0.45255 0.5659

0.31279 1.9351

2x2-13･7709

eC∩eどremE

5

5

5

5

7

2

5

5

7

2

3

1

5

5

7

2

8

6

4

3

3

2

1

1

0

0

0

0

7.1060

6.9431

6.9263

5.8452

5.5244

5.0702

4.4142

3.8399

対してはほとんど作用性 をしめきない.ENT-51007

の産卵,ふ化および羽化を阻告するそれに対しては,

それぞれ0.357,1.872.1.872r洋で rnetepaのふ化お

よび羽化阻告効力に対しては,中央イ招IJ薬局の点で比

較したとき,それぞれ2.748および2.657位であった.

3. アズキゾウムシの成虫にallyltriphenyltinを

処理したときにあらわれる不妊作mのひとつはふ化阻

告であると考えられる.ENT-51007の不妊作用は産

卵および.ふ化阻告で.その後の作用性はほとんどな

いものの様であった.一方 metepaのそれは,ふ化

附召であると推察され.産卵および羽化阻告に関して

は.ほとんど作用性をみとめることはできなかった.
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Summary

lfachemosterilantisappliedtobothfemale

andmale,asarule,thesitesofitschemosteril-

lZlngactionarecompletelyindependentbetween

sexes.Theresultsofcross･fertilizationbetween

treatedfemaleandtreatedmale,therefore,Could

beexpectedtofollow thewayofindependent

jointactionwiththecorrelationr-0.Thatis,

thedosagesforfemaleandmatearenotadditive.

h ordertogetsterilizedresults.adosageof

15I
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chemosterilantmustbeenoughtqsterilizeat

leastthefemaleorthemale. Anexpectedre･

sponseratePformatingbetweentreatedfemale

andtreatedmalecouldbewrittenaSp-Pl+P2

(1-Pl).Here,PlandP2aretheresponserates
producedfromthesameamountofchemoster･

ilantusedinthematingoftreatedfemalex

untreatedmaleanduntreatedfemalextreated

male,respectively.

Adultsoftheazukibeanweevil,Callosobyu-

chuschinensisL.,wereusedasthetestorganism.

Allyltriphenyltin(Dowco1187),N.N,N,N-tetra-

methyl-p-piperidinobhosphonicdiamide (ENT-

51007)andtris(2-methy1-1-aziridinyl)-phosphine

oxide(metepa)wereusedastestingchemoster･

ilantsforthepresentexperiment.Therelation

between dosageofallyltriphenyltin andthe

numberof■eggsdepositedbythetreatedfemale

Xtreated malecould bepresumed from the

dosage･responserelationsobtainedbythetreated

femalexuntreatedmaleanduntreatedfemalex

treatedmale.Aforementionedpresumptionwas

alsopossiblefortherelationbetweendosageof

ENT-51007andthenumberofdepositedeggs,

unmatchedeggsoremergedadults;andforthe

relation between dosageof metepaand the

numberoEhatchedeggsoremergedadults.

Themostprobablemedianeffectivedosageof

allyltriphenyltinforthefemaletoinhibitthe

hatchingofdepositedeggswasestimatedas0.421

FLg/!,withfiduciallimitsofO･293-0･534FLg/g
for95percentprobability.Thatforthemale,
however,Couldnotbedeterminedduetoitslow

susceptibility.Thoughitwascalculatedtobe

2･532FLg/占 (1･075-6･800FLg/令),thisdosage
levelwascompletelylethalto adultweevils.

Itcanbesaid,however,thatthemaleweevil

is0.166timesassusceptibleasthefemaleto

chemosterilizingeffectofallyltriphenyltin.One

152

ofthechemosterilizingeffectsofallyltriphenyl･

tinonadultsoftheazukibeanweevilisthe

inhibitionofegghatchingwhichisrecognized

whenthechemicalisappliedtothefemale.

ThemedianeffectivedosagesofENT-51007

forthefemaleandthemalewhichresultedin

theinllibitionofeggdeposition,hatchingand

adultemergencewere611856FLg/i (41･972-

73･126fig/♀)and173･033fLg/杏(104･898-291･159

iLg/令),84･801FLg/辛(69･181-103･978FLg/辛)and

45.298fLg/古 く40･!98⊥50･172FLg/令),and86･834

FLg/%(65･601-1等･311FLg/?)and46･391Ill/i
(38.304-551301FLg/i),respectively･Thesuscep･

tibility of themalewasestimated as0.357

(0.144-0.887),1.872(1.ill-2.483)and1.872

(1.284-2.729)timeshigherthanthatofthe

femaleininhibitionofeggdeposition,hatching

ofdepositedeggsandadultemergence,respec･

tively.From theresultsmentioned above,it

couldbesaid,thatthemainchemosterilizing

effectsofENT-510070madultsoftheazukibean

weevilaretheihhibitionofeggdepositioninthe

caseoffemaletreatmentandthatofegghatching

inthecaseofmaletreatment.

Metepawasnoteffectiveoninhibitionofegg

deposition. Themedian effectivedosages of

metepainhibitingthehatchingofdepositedeggs

werecalculatedas2･421′上g/♀(1･892-3･099′上g/

!).andO･811FLg/i (0･768-1･011FEE/%),and

thatofemergencewere2･118FLg/?(0･971-31861

FLg/♀),andO･797〃g/杏 (01666-0･968fLg/杏)･
Theeffectivedosageinhibitingtheegghatching

wasalmostequaltothatofadultemergence.

Themaleis2.748and2.659timesassusceptible

asthefemaletotheinhibitingeffectsofmetepa

on the egg hatching and adultemergence,

respectively. Itcouldbesaid,therefore,that

themain sterilizing effectofmetepaisthe

inhibitionofegghatching.


